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Research Abstract

⽇本の⾼校における数学の授業では,グループ活動を通しての問題解決の場⾯が少ない。本研究では,授業中にグループで問題を解決する場⾯を取り⼊れたり,数学的な問題
や課題をレポート形式で回答させたり,また発表させたりすることによって,レポート作成⼒や答案記述⼒,読解⼒や活⽤⼒が,⽣徒がどの程度向上したかを明らかにするこ
とがねらいとした。 
具体的な取り組みとしては,(1)「パソコンを数学で活⽤するためのwxMaximaの使い⽅の指導」,(2)「パソコンを利⽤したRSA暗号の仕組みについて」,(3)「対数⽅眼紙
の利⽤について」,(4)「課題研究『正⼗⼆⾯体を考察せよ』について」である。 
(1),(2)についてはコンピュータ室を使⽤して,(1)は各個⼈の学習として1時間,(2)はグループ学習として2時間実施した。(3)は普通教室でのグループ学習で,各グループに
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1台のミニノートを準備した。(4)は時間を設けず,各個⼈の課題研究とした。 
以上の取り組みから,⽣徒にとってはコンピュータが⾝近な存在であり,すぐに利⽤できる状況であることがわかった。調べ物と⾔えばインターネットに頼る傾向にあり,数
学の問題解決にコンピュータが⼗分に活かされていない状況であった。⽇頃から教師がコンピュータを使ってデータを解析したり,グラフを描いたりすることが重要であ
ると感じた。レポート作成については,⾃分なりの分析・考察というよりはネットからのコピペで終わっている⽣徒も少なくない。レポートの書き⽅などをしっかりと指
導することが重要であり,⽣徒に⾃由に書かせても記述⼒向上にはならない。「レポート作成について」という項⽬を,教科の内容として設けるべきである。⽣徒のアンケ
ートから,グループ活動を楽しいと感じる⽣徒が多いこと,普通教室でのグループ活動ではパソコン2台程度が適当であることがわかった。読解⼒の向上,記述⼒の向上など
の点において,本研究では統計的な裏付けが充分にできなかったので,今後もこの研究を継続して,来年度にその成果を発表したい。
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